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近

世

初

期

俳

書

年

表

稿

－
　
寛
文
元
年
～
同
四
年

（

一

）

米
　
　
谷

巌

寛
　
文
　
元
　
年
　
（
辛
丑
・
一
六
六
一
）

帽

讐

編

著

者

序
・
践
・
刊
　
記

備

考

（
自
序
）
奉
　
　
納
　
　
集

（
日
録
題
・
内
題
）

天

神

奉

納

集

中
　
　
二

（
上
・
下
）

紀
伊
国
和
歌
山

住黒
田
元
上
（
編
）

自
序
・
「
萬
治
三
稔
仲
秋
下

旬
」

刊
・
「
萬
治
四
年
畔
正
月
吉

日
」

・
中
野
小
左
衛
門
板
行

注
、
六
十
・
十
丁
。

捕
天
満
天
神
に
祈
願
の
た
め
編
ん
だ
紀
州
俳
人
（
百

）
　
の
四
季
類
題
別
発
句
集
。
上
巻
四
十
六
丁
、
下
巻
四

○
わ
3
5
－
1
（
中
二
）
1
2
（
中
影
写
二
）

○テンジンホ
ウノウう′ユウ

（
日
録
題
・
内
題
）

水
　
　
車

楕
　
　
四

（
一
～
四
）

中
嶋
勝
蔽
（
編
）

注
、
西
武
初
め
諸
家
（
百
十
七
人
）
の
四
季
類
題
別
発
句
集
。
第

一
巻
（
春
）
三
十
三
丁
、
二
巻
（
夏
）
二
十
五
丁
。
秋
・
冬
の
両

巻
、
伝
本
未
詳
。
『
渡
奉
公
』
、
阿
誰
軒
編
『
誹
詔
書
籍
日
録
』

に
は
「
水
軍
　
六
m
　
随
流
作
」
と
あ
る
。
「
六
m
」
は
「
紙
星

川
水
車
集
」
（
二
m
）
を
含
む
冊
数
か
。

○
わ
2
6
－
1
（
横
欠
一
、
春
・
杭
影
写
欠
二
二
夏
）
、
柿
街
（
賃

欠
一
、
夏
）
、
学
習
院
大
（
写
欠
一
、
夏
）
、
藤
園
（
版
久
一
、

夏
）

○ミズグルマグイ

注
、
万
治
三
年
中
に
制
作
の
独
吟
掴
文
千
句
に
師
西
武
の
合
点

を
得
た
も
の
。
追
加
百
親
、
諸
家
祝
俵
の
挨
拶
発
句
（
四
十
八

ー121－



35－　3

（序）
紙

屋

　

川

の

水

草

（
各
巻
巻
頭
）

誹
詔
廻
文
千
句
水
車
集

紙
星
川
水
車
集

結
昆
川
水
軍

杭
　
　
二

（
上
・
下
）

中
嶋
氏
源
左
衛

門
勝
直
（
著
）

自
序
・
「
寛
文
元
年
二
月
廿

五
日
」

無
外
軒
西
武
践
・
（
日
付
欠
）

京
・
菱
臣
次
郎
兵
衛
開
板

句
）
、
千
句
と
同
題
の
廻
文
和
歌
十
首
、
お
よ
び
『
水
再
転
』
（
四

m
）
の
も
の
と
み
ら
れ
る
句
引
（
二
千
百
廿
一
句
、
百
十
七
人
）

と
、
更
に
諸
家
発
句
（
四
八
旬
）
を
付
す
。
他
に
無
刊
記
本
が
あ

り
、
柳
亭
種
彦
翁
俳
書
文
庫
（
天
保
3
成
）
に
ょ
れ
ば
、
本
集
（
廻

文
集
「
紙
星
川
水
車
」
）
の
み
を
単
行
し
た
寛
文
四
年
板
も
あ
る
。

○
わ
3
5
1
7
（
横
二
、
菱
昆
板
Y
9
（
横
形
写
合
一
、
無
刊
記

板
Y
8
（
杭
彫
写
欠
二
上
巻
）
、
国
会
（
版
一
、
「
俳
詔
廻
文

千
句
水
群
集
」
）

○ミズダルマシユウ

（
仮
題
）

（
抗
如
的
場
鮎
八
番
）

巻

写

一

（
自
　
筆
）

立
国
（
著
）

奥
・
「
寛
文
元
年
三
月
目
」

注
、
俳
文
・
句
合
な
ど
。
H
「
元
日
」
と
題
し
、
発
句
「
門
松

や
千
載
集
の
わ
か
み
と
り
」
を
含
む
俳
文
、
⇔
「
十
八
番
草
木

之
句
合
」
、
⇔
備
後
へ
の
「
旅
の
記
」
、
伺
「
東
山
花
見
之
記
」
、

画
廻
文
和
歌
他
よ
り
成
る
。

○
福
山
市
、
服
部
政
吉
氏
（
巻
写
一
、
自
筆
）

大
　
　
六

（
一
～
六
）

江
戸喋
々
子
（
編
）

（
波
×
阿
丁
究
文
元
年
丑
（
ノ
）

五
月
下
旬

注
、
四
季
難
題
別
諸
家
発
句
（
・
付
句
）
集
む
冊
数
・
編
者
・
年

記
は
、
（
波
大
阿
大
広
×
故
尊
の
古
俳
書
目
録
に
よ
る
。
但
し
『
故

人
俳
書
日
録
』
の
み
は
冊
数
を
五
冊
と
す
る
。
寛
文
元
年
板
、

伝
本
未
詳
。
第
二
巻
二
十
八
丁
（
但
し
巻
初
六
丁
脱
）
零
本
の

み
伝
存
。

○
頬
原
（
版
久
一
、
巻
二
）

革

六
　
　
巻

小
　
　
六

（
春
上
～
冬
）

山
城
田
伏
見
住

一
＝
回
野
洲

専
魔
道
甘
（
編
）

自
序
・
（
日
付
欠
）

同
邑
散
人
佐
久
閲
見
純
朕

（
洪
）
・
「
究
文
初
緒
七
月
殻

日
」

・
中
野
五
郎
左
衛
門
板

行

注
、
伏
見
俳
人
を
中
心
と
す
る
諸
家
の
四
季
類
題
別
発
句
集
。

句
引
に
合
計
数
を
欠
く
が
、
千
八
百
九
句
、
二
百
廿
九
人
余
。

春
上
廿
五
丁
、
春
下
廿
三
丁
、
夏
上
十
五
丁
、
夏
下
十
六
丁

（
夏
部
、
合
一
冊
本
あ
り
）
、
秋
廿
八
丁
、
冬
廿
丁
し

○
わ
3
5
－
1
0
（
中
五
）
、
洒
竹
三
三
四
八
（
中
欠
五
）
、
穎
原
（
版

本
写
五
）
、
国
会
・
宮
城
伊
達
（
各
版
六
）

○ヘチマグサ
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（
仮
題
）

（
俳
　
詔
　
洪
　
和
）

楕

写

一

毎
延
等
（
著
）

注
、
俳
謂
聯
句
・
漢
和
俳
詔
の
百
韻
四
巻
収
録
。
そ
の
内
に

「
承
応
式
稔
九
月
吉
日
」
と
「
究
文
元
年
八
月
八
日
」
興
行
の

茨
和
を
含
む
。
天
理
木
、
墨
付
二
十
丁
半
。
巻
末
に
「
熱
田
杜

僧
、
円
定
坊
正
慶
筆
」
と
あ
る
。

○
わ
3
5
1
3
（
枯
写
一
、
毎
延
筆
）

（
目
録
題
・
内
題
）

弁
　
　
　
説

集

中
　
　
五

（
一
～
五
）

片
桐
良
保
（
編
）

（
渡
×
阿
）
・
寛
文
元
年
九
月
中

旬

（
放
）
　
・
寛
文
元

注
、
四
季
類
題
別
諸
家
発
句
集
。
冊
数
・
編
著
・
年
記
は
、

（
渡
）
（
阿
）
へ
広
）
威
）
に
よ
る
。
最
終
巻
（
第
五
巻
）
は
付
句
集
と
句

引
か
。
伝
本
、
第
三
巻
秋
部
（
二
十
六
丁
）
の
み
。

○
中
村
俊
足
氏
（
中
久
一
、
巻
三
）
、
わ
3
5
－
1
1
（
半
影
写
欠
、

巻
三
）
、
折
原
・
学
習
院
大
（
各
版
木
写
久
一
、
巻
三
）

○ペソゼツシュウ

（
序
文
・
目
録
題
・
内
題
）

烏

　

帽

　

子

　

箱

四
　
　
巻

中
　
　
二

（
上
・
下
）

喜
多
村
休
斎

立
以
（
編
）

立
圃
序
・
「
世
に
ひ
ろ
か
ら

ん
文
の
は
し
め
の
年

冬
の
中
比
愚
筆
を
そ

ふ
る
事
に
な
ん
」

白
斑
・
（
日
付
欠
）

注
、
自
校
に
よ
れ
ば
、
立
回
が
企
画
し
た
も
の
の
こ
の
年
春
帰

京
の
た
め
、
師
命
に
よ
り
引
継
い
で
編
ん
だ
も
の
。
立
国
門
の
大

坂
俳
人
を
中
心
と
す
る
諸
家
の
四
季
類
題
別
発
句
集
。
巻
末
の

名
寄
に
よ
れ
ば
「
作
者
二
百
六
十
人
」
。
稔
句
数
を
欠
く
が
、
千

三
百
一
句
。
上
巻
（
春
・
夏
部
）
七
十
一
丁
、
下
巻
（
秋
・
冬
部
）

五
十
九
丁
。
立
田
序
文
に
「
上
下
二
ま
き
に
書
し
る
し
、
愚
老

に
名
を
付
よ
と
い
へ
り
」
と
あ
る
が
、
（
渡
×
広
ズ
故
）
は
「
四
冊
」

と
す
る
。
付
句
集
『
人
等
集
』
（
二
間
）
を
含
む
間
数
か
。

○
わ
3
5
－
5
（
中
二
Y
4
（
中
久
一
、
巻
一
・
二
Y
6
（
中
形
写

欠
一
、
巻
一
・
二
）
、
顆
原
（
版
本
写
二
）
、
宮
城
伊
宍
版
二
）

○　ェボシノミコ

い　入

り

む　架

し＿＿

集集
下　上

工中

下　＿
）　　　・・．・．一

喜
多
村
休
斎

立
以
（
編
）

自
杖
・
（
日
付
欠
）

注
、
発
句
集
『
烏
帽
子
箱
』
（
二
冊
）
の
付
句
震
（
五
十
七
人
、

九
百
五
句
）
。
『
烏
帽
子
箱
』
立
間
序
に
「
な
を
付
句
の
お
も
ひ

入
あ
る
さ
ま
く
を
も
新
座
の
わ
か
う
人
に
し
ら
し
め
ん
と
て

－123－



寛
　
文
　
二
　
年
　
（
壬
寅
・
一
六
六
二
）

36－1

伊
　
勢
　
正
　
直
　
集

（
序
題
）

神
法
楽
伊
勢
正
直
集

（
日
銀
項
）

神
法
楽
正
直
集

神
法
楽
集

（
内
題
）

伊
勢
正
直
集

（
句
引
題
）

正
　
前
　
菜

中
　
　
七

（
一
～
七
）

如
之
（
編
）

′

リ

ト

「
相
詞
」
・
「
こ
と
し
万

治
の
つ
ゐ
て
ふ
た
と

せ
の
す
ゑ
の
春
、
十

と
い
ひ
て
七
つ
に
あ

た
る
よ
き
日
（
中
略
）

神
た
ち
に
た
む
け
た

て
ま
つ
る
」
云
々

無
名
子
扶
（
漢
）
・
「
萬
治
己

亥
歳
」

刊
・
「
寛
文
二
年
正
月
吉
日
」

・
中
野
市
左
衛
門
板
行

注
、
伊
勢
山
田
の
神
官
ら
を
中
心
と
す
る
諸
家
の
四
季
難
題
別

発
句
集
（
一
～
六
巻
）
。
句
引
に
よ
れ
ば
「
発
句
数
合
参
千
一
百

飴
句
、
作
者
五
百
九
拾
鉄
人
」
。
第
七
冊
は
、
句
引
・
朕
の
後

に
、
神
官
に
よ
る
慶
長
十
五
年
興
行
の
法
賽
万
句
の
発
句
（
百

句
）
、
及
び
耳
禄
三
年
正
月
九
日
の
荒
木
田
守
長
独
吟
百
散
を

「
追
加
」
と
し
て
収
録
。
巻
H
三
十
九
丁
、
⇔
四
十
五
丁
、
⇔
五

十
三
丁
、
伺
二
十
六
丁
、
竺
一
十
八
丁
、
輿
二
十
七
丁
、
㈲
四
十

一
丁
。

（
複
）
萩
野
秀
峰
解
題
『
伊
勢
正
的
集
（
上
）
（
下
）
』
＜
近
世
文
学

資
料
類
従
・
古
俳
詩
編
4
2
・
4
3
＞
（
昭
4
9
・
5
0
刊
）

○
神
宮
（
中
七
）
、
わ
3
6
－
3
6
（
中
久
一
、
巻
二
春
下
）
、
折
原
（
版

本
写
欠
二
、
春
上
・
秋
上
）
、
岡
山
市
警
（
写
欠
二
、
秋
下
・
冬
）

○　イセショウジキシュウ

一
往
、
い
ろ
は
別
付
合
語
辞
典
。

古
来
の
名
人
の
付
合
、
先
師
貞
一

－124－
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初
本
ゆ
ひ
は
い
か
い
付
合

初
も
と
ゆ
ひ
は
い
か
い
付
合

（
自
序
）

は

つ

本

結

（
乗
柳
子
按
文
）

初
　
　
　
寧

玉

櫛
　
笥
柳
本
倍
附
揖

中
　
　
七

（
一
～
七
）

中

　

一

池
田
氏
是
誰
（
編
）

落
葉
堂

池
田
是
誰
（
著
）

自
序
・
「
萬
治
は
し
め
の
年
、

萩
の
薬
ミ
た
る
あ
き

風
月
つ
い
た
ち
こ

ろ
」
云
々

乗
柳
子
抜
・
（
日
付
欠
）

巽
氏
令
信
抜
（
漢
）
・
「
千
時

究
文
辛
丑
大
呂
上

浣
」

徳
合
点
の
点
取
の
巻
々
等
よ
り
収
集
し
て
編
成
し
た
も
の
（
凡

例
・
乗
柳
千
枚
）
。
俳
諮
用
語
、
及
び
名
所
約
千
七
百
語
を
掲

出
、
各
々
付
合
語
を
示
す
。
巻
H
升
五
丁
、
⇔
廿
六
丁
、
肖
二

十
丁
、
軸
廿
五
丁
、
的
廿
四
丁
、
因
廿
九
丁
、
拇
十
四
丁
。

○
同
会
（
版
合
四
、
「
俳
謂
初
元
結
」
）
、
わ
3
6
－
6
（
中
欠
三
、

巻
二
・
六
・
七
）
、
竹
冷
四
三
四
（
巾
合
一
、
巻
一
～
七
）
、
洒

竹
三
〇
三
四
（
中
久
一
、
巻
一
）

刊
・
「
究
文
二
手
堅
一
月
吉
祥

日
」

・
中
野
太
良
左
街
門
閥
板

注
、
初
心
の
俳
友
乗
柳
・
夕
柳
ら
と
の
問
答
体
十
五
条
か
ら
成

る
俳
論
。
令
信
按
に
「
此
八
冊
老
」
云
々
と
あ
る
よ
う
に
、

『
初
元
結
』
（
七
冊
）
と
元
来
一
括
出
版
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
が
、
古
俳
書
目
録
に
は
両
者
を
分
離
掲
出
す
る
。
全
四
十
八

丁
。
（
活
）
俳
藷
文
庫
1
3
俳
譜
論
集
（
明
3
2
刊
）

○
国
会
（
版
一
）
、
竹
冷
五
一
九
（
中
一
、
「
落
葉
籠
」
）

○　バツモトユイ

36－　4

た
　
　
　
ひ
　
　
　
枕

（
序
文
・
践
文
）

旅
　
　
　
枕

（
内
題
・
遺
通
按
題
）

誹
詔
旅
枕

中
　
　
三

（
上
・
中
・
下
）

自
謙
子

村
上
令
敬
（
編
）

鶏
冠
井
の
よ
し
と
み
（
令
富
）

序
・
「
ゆ
た
か
な
る
文
は
こ

の
ふ
た
と
せ
ほ
し
め

に
」
云
々

自
序
・
「
と
ら
の
と
し
に
開

板
に
及
ふ
こ
と
し
か

り
」

宇
野
遺
通
按
（
漢
）
・
「
寛
文

二
年
仲
春
日
」

京
・
山
本
七
左
街
門
板
行

注
、
い
ろ
は
別
名
所
（
約
一
千
箇
所
）
諸
家
発
句
集
。
各
箇
所

一
句
ず
つ
計
一
千
四
句
。
下
巻
末
に
、
編
者
の
師
酌
冠
井
令
徳

が
毎
句
洛
中
の
町
名
を
賦
し
た
「
町
誹
詔
」
独
吟
百
琉
一
巻
を

付
す
。
上
巻
四
十
六
丁
、
中
巻
四
十
一
丁
、
下
巻
五
十
一
丁
。

（
活
）
島
津
忠
夫
校
『
誹
詔
旅
枕
』
＜
西
日
本
国
語
国
文
学
会
翻

刻
双
書
・
一
期
5
＞
（
昭
3
6
刊
）

○
佐
賀
大
小
城
（
中
三
）
、
わ
3
6
－
7
（
中
久
一
、
下
巻
「
誹
詔
旅

枕
町
誹
詑
」
）
、
京
大
（
版
欠
一
、
中
巻
）

クビマクラ
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郡

中
　
　
八

（
一
～
八
）

荻
野
氏安
静
（
編
）

（
渡
）
（
阿
∵
寛
文
二
暦
（
年
）

三
月

（
故
）
　
・
寛
文
二

注
、
四
季
難
題
別
諸
家
発
句
集
（
巻
一
～
六
）
。
（
渡
）
（
阿
）
（
広
）
に

ょ
れ
ば
、
全
「
八
冊
」
。
（
故
）
に
は
「
小
」
と
あ
る
（
十
巻
八
冊

の
意
か
）
。
第
七
・
八
冊
は
、
付
句
集
か
。
伝
本
、
巻
六
（
冬

部
）
の
み
で
、
三
十
三
丁
の
零
本
（
季
題
「
節
分
」
の
途
中
迄
。

以
下
「
歳
内
立
春
」
「
雑
冬
」
「
歳
暮
」
の
語
句
欠
丁
。
）

○
緋
原
（
版
久
一
、
巻
六
）
、
わ
3
6
－
1
2
（
大
ペ
ソ
写
久
一
、
巻

六
）

○　ヒゲソシュウ

36－　6

種　　広．渡

故　阿

見で　　庇

江
戸

（
井
坂
）
春
清
（
編
）

（
渡
）
・
究
文
二
年

（
阿
∵
究
文
二
暦
一
二
月

（
種
）
・
明
暦
三
年
印
本

（
故
）
・
明
暦
三

注
、
四
季
拝
趨
別
諸
家
発
句
・
付
句
集
か
。
年
次
に
つ
い
て
、

古
俳
書
目
録
類
に
明
暦
三
年
と
究
文
二
年
の
両
説
が
あ
る
。

『
詞
林
金
玉
集
』
（
延
宝
7
序
）
巻
十
六
の
引
用
俳
書
の
配
列
順

序
、
及
び
（
種
）
の
注
記
等
か
ら
推
し
て
、
前
者
を
可
と
す
べ
き

か
と
み
ら
れ
る
が
、
便
宜
当
年
に
も
掲
出
し
て
お
く
。
編
者
を

（
渡
妄
流
、
（
阿
）
春
院
、
（
広
）
加
友
、
（
稚
）
春
澄
と
誤
る
が
、
『
詞

林
金
玉
集
』
に
よ
れ
ば
、
（
故
あ
「
春
清
」
が
正
し
い
。
（
故
）
は

春
清
編
の
『
安
山
集
』
（
冊
数
・
年
次
不
記
）
を
別
に
掲
出
す

る
が
、
（
渡
）
に
「
安
山
千
、
此
内
也
」
と
注
し
、
（
種
）
も
「
安
山

集
と
い
ふ
も
同
本
。
別
本
と
有
る
は
誤
也
」
と
す
る
。
「
鹿
驚
」

と
「
安
山
子
」
（
案
山
子
）
は
同
義
で
あ
り
、
全
五
m
の
内
に

題
策
を
「
安
（
案
）
山
（
子
）
菓
」
と
表
記
し
た
巻
が
あ
る
か
。
伝

本
未
詳
。

（
仮
題
）

（
天
神
法
楽
・花
見
之
記
）

巻

写

一

（
自
　
筆
）

立
国
（
著
）

注
、
巻
頭
「
二
月
廿
五
日
天
神
法
楽
」
と
前
書
す
る
発
句
「
飛

梅
や
む
か
し
の
春
に
か
へ
り
花
」
、
お
よ
び
東
山
花
見
の
自
他
の

句
を
中
心
と
す
る
句
文
。
年
記
を
欠
く
が
、
前
書
中
に
「
大
坂

の
立
以
ゑ
ほ
し
箱
と
い
ふ
本
を
書
た
り
と
て
も
て
来
れ
る
を
」
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36－　9

は
い
か
い
仕
や
う

（
序
項
・
序
文
）

誹
話
中
式

（
凡
例
題
・
按
文
）

小
　
　
　
式

身
　
の
　
契
　
千
　
句

（
漠
序
）

ミ

ノ

ラ

ク

身
楽
千
句

（
内
題
）

身
楽
十
百
韻

横

　

一

横

　

一

洛
下
六
角
堂

山
岡
元
隣

玄
水
（
編
）

洛
下
之
産

玄
水
文
人

元
隣
（
編
）

求
心
子
序
（
洪
）
・
「
寛
文
二

ヤ
ト
ル

年
歳
次
二
王
畢
l
一
春

三
月
下
粁
」

凡
例
・
自
序
・
（
日
付
、
署

名
欠
）

自
扶
・
「
寛
文
二
年
初
春
日

述
之
」

山
中
正
淑
序
（
漢
）
・
「
寛
文

壬
寅
孟
夏
下
浣
」

自
序
・
「
寛
文
二
年
正
月
日
」

云
々
と
あ
り
、
寛
文
二
年
春
か
（
雲
英
氏
）
。

（
活
）
雲
英
末
路
「
立
国
筆
『
天
神
法
楽
・
花
見
之
記
』
に
つ
い

て
」
（
「
会
報
・
大
阪
俳
文
学
会
研
究
会
」
第
1
7
号
・
昭
5
8
・
9
）

○
兵
庫
県
、
西
尾
精
一
氏
（
巻
写
一
、
自
筆
）

注
、
俳
諮
作
法
書
。
「
第
一
、
賦
物
之
事
」
以
下
三
十
一
項
、

お
よ
び
「
追
加
、
書
物
題
号
之
事
」
に
分
け
、
自
他
の
旬
例
を

挙
げ
て
懇
切
に
説
く
。
全
六
十
丁
。

○
わ
3
6
1
2
（
横
一
Y
1
3
（
横
一
）
－
3
・
4
（
各
栖
影
写
一
、

「
誹
詔
小
式
」
）
、
洒
竹
一
四
〇
八
・
竹
冷
四
五
五
（
各
横
一
）
、

京
大
・
早
大
・
聖
心
女
大
（
各
版
一
）
、
学
習
院
大
（
写
一
）

注
、
連
句
集
。
元
隣
の
春
秋
の
独
吟
百
韻
六
巻
と
追
加
の
独
吟

一
巻
、
さ
ら
に
一
座
し
た
両
吟
二
巻
・
四
吟
一
巻
の
合
せ
て
百

韻
十
巻
収
録
。
全
四
十
四
丁
。

正
淑
序
文
に
「
又
作
こ
為
メ
小
式
一
応
】
而
、
以
附
ス
二
千
後
こ
こ

云
々
と
あ
り
、
（
渡
）
（
阿
）
も
『
身
楽
千
句
』
に
つ
き
「
二
冊
、
内

一
冊
仕
様
。
」
と
注
す
る
。
『
は
い
か
い
仕
や
う
』
（
俳
詔
小
式
）

の
自
校
に
、
著
作
の
目
的
に
つ
い
て
「
や
つ
か
れ
千
の
句
を
つ

ら
わ
し
も
、
今
見
れ
（
ハ
）
と
こ
ろ
〈
心
よ
ろ
し
か
ら
さ
る

事
の
ミ
有
。
か
つ
は
ミ
つ
か
ら
の
不
忘
の
そ
な
へ
に
か
き
な
ら

へ
侍
し
」
と
あ
る
。
『
は
い
か
い
仕
や
う
』
と
併
せ
て
一
部
を

な
す
か
。

○
わ
3
6
－
5
（
横
一
）
1
6
（
横
彫
写
一
）
、
洒
竹
三
六
〇
一
（
横

こ
、
竹
冷
二
二
（
横
一
、
「
身
楽
十
百
韻
」
）
、
穎
原
（
版
本

写
、
二
部
）

○ミノラクセソク　　　　　　　iOハイカイショウシキ
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36－10

（
序
文
）

誹
　
語
　
雀
　
の
　
子

（
目
録
題
・
内
題
）

雀
　
子
　
集

中
　
　
六

（
一
～
六
）

銀
竹
軒光

方
（
編
）

自
序
・
「
千
時
林
の
鐙
の
は

つ
か
ね
つ
ミ
の
ち
ゝ

と
は
か
り
の
発
句
を

あ
つ
め
」
云
々
、

奥
・
「
寛
文
二
季
夏
丙
丁
日

記
之
」

注
、
京
都
俳
人
を
中
心
と
す
る
四
季
類
題
別
諸
家
発
句
集
（
巻

一
～
五
）
。
句
引
に
よ
れ
ば
、
「
句
高
合
一
千
四
百
升
五
句
、
作

老
人
数
弐
百
五
十
三
人
」
。
第
六
巻
は
「
発
句
作
者
名
寄
」
と
、

「
発
句
切
字
事
」
以
下
三
十
三
項
目
か
ら
な
る
作
法
心
得
を
収

載
。
巻
H
春
上
四
十
六
丁
、
⇔
春
下
三
十
八
丁
、
日
夏
四
十
一

丁
、
伺
秋
四
十
七
丁
、
画
冬
三
十
四
丁
、
因
二
十
七
丁
。

（
複
）
雲
英
末
錐
解
題
『
笹
子
集
』
　
＜
近
世
文
学
資
料
類
従
・
古

俳
詩
篇
1
4
＞
（
昭
4
7
刊
）

○
早
大
（
中
六
）
、
学
習
院
大
（
中
久
一
、
巻
三
）
、
わ
3
6
－
1
0

（
中
影
写
欠
一
、
巻
三
）

36－12　i　　　　　　36－11

俳

　

集

　

良

　

材

（
序
文
・
目
録
・
内
題
）

俳

　

集

　

良

　

材

中
　
　
三

（
上
・
中
・
下
）

宮
川
裏
革
子

政
由
（
編
）

盤
粛
序
・
「
寛
文
二
年
初
秋
」

自
序
・
（
目
付
欠
）

東
京
骨
董
山
切
臨
聖
奴
・
「
寛

文
王
寅
季
孟
秋
中

溶
」

京
・
谷
岡
七
左
街
門
板
行

注
、
俳
諸
作
法
書
。
発
句
に
詠
ま
れ
た
日
本
紀
・
つ
れ
7
川
＼
草

な
ど
の
「
古
事
・
本
説
の
良
材
」
（
序
）
　
を
収
集
し
、
春
・
夏

（
上
巻
）
・
秋
・
冬
（
中
巻
）
に
分
か
っ
て
引
用
・
解
説
、
例
句

を
挙
げ
る
。
下
巻
は
「
四
季
部
」
（
目
録
）
と
し
て
、
花
・
郭
公

・
月
・
雪
を
詠
ん
だ
貞
門
諸
家
の
発
句
を
収
録
。
上
巻
二
十
二

丁
、
中
巻
二
十
四
丁
、
下
巻
二
十
九
丁
。

○
竹
冷
四
三
五
（
中
三
）
、
洒
竹
二
七
一
五
（
中
合
一
）
、
わ
3
6

－
1
（
中
欠
二
、
上
・
下
）
、
松
宇
へ
版
久
一
、
中
巻
）

○　ハイシュウリョウザイi O　スズメコシュウ

松
江
重
森
（
編
）

自
序
・
（
日
付
欠
）

奥
・
「
寛
文
二
年
酎
孟
秋
吉

日
」

注
、
俳
譜
作
法
・
撰
集
。
初
版
（
正
保
2
刊
カ
）
以
降
、
明
暦

元
年
板
・
万
治
二
年
板
に
つ
づ
く
後
刷
本
。

○
わ
3
6
－
1
4
（
楕
合
一
）

へ
渡
）
へ
阿
）
良
保
千
句

へ
広
）
（
故
）
千
　
　
句

（
片
桐
氏
）
艮
保
（
著
）

（
渡
）
（
阿
）
・
寛
文
二
年
七
月

（
故
）
　
・
寛
文
二

注
、
達
句
集
。
疫
一
「
阿
）
に
「
子
息
筆
」
と
注
記
す
る
。
伝
本
未

詳
。
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37－　5

（
誹
詔
む
ら
さ
き
）

（
鉄
文
）

誹
詔
む
ら
さ
き

大
写
一

松
翁
軒

野
々
口
立
圃
（
著
）

自
序
・
「
千
時
究
文
三
天
三

月
十
一
日
。
高
橋
常

信
丈
」

奥
書
・
「
千
時
天
和
三
年
玄

正
月
吉
日
　
高
橋
氏

常
信
（
花
押
）
小
山

盛
重
文
交
魚
写
之
」

注
、
作
法
吾
。
「
発
句
之
射
」
以
下
二
十
教
条
に
分
か
っ
て
説

く
。
伝
本
（
わ
た
や
文
鍾
蔵
）
は
、
伝
授
を
受
け
た
常
信
が
二
十

年
後
に
盛
重
に
贈
っ
た
も
の
の
交
魚
書
写
本
。
墨
付
十
六
丁
。

○
わ
6
0
－
2
（
大
写
一
、
交
魚
筆
）

革

横
　
　
五

（
一
～
五
）

堺

安
成
（
編
）

自
序
・
「
究
文
元
年
学
丑
水
無

月
上
旬
」

刊
・
「
寛
文
三
頼
年
弥
生
吉

辰
」

京
・
谷
間
七
左
街
門
板
行

注
、
堺
・
大
坂
地
方
の
俳
人
を
中
心
と
す
る
四
牢
獄
題
別
諸
家

発
句
集
（
巻
一
～
四
）
。
句
引
に
よ
れ
ば
、
句
数
「
弐
千
五
百
六

十
壱
句
、
廿
ヶ
国
」
に
及
ぶ
。
第
五
冊
に
云
也
の
独
吟
「
落
莫

千
句
」
（
究
永
十
二
年
扶
）
を
収
録
。
巻
H
春
五
十
丁
、
⇔
夏

升
七
丁
、
⇔
秋
四
十
四
丁
、
伺
冬
・
句
引
四
十
二
丁
、
画
「
落

髪
千
句
、
堺
云
也
独
吟
」
四
十
九
丁
。

○
洒
竹
二
八
七
（
横
五
）
、
宮
城
伊
述
（
版
五
）
、
柿
街
（
版
久
一
、

冬
）
、
わ
3
5
－
1
3
（
坊
久
一
、
秋
）
－
1
2
（
半
形
写
欠
合
二
、
巻
一

～
四
）

○　ウモレグサ

尾吉尾
航空

先　　晩

集

大

　

一

畠
牧
子

服
部
氏
定
清
（
編
）

自
序
・
（
日
付
欠
）

奥
書
・
「
萬
治
辛
丑
三
月
中

旬
」

立
国
践
・
（
日
付
欠
）

鵬
璃
子
抜
（
漢
）
・
「
究
文
三

頼
暦
初
夏
望
目
」

洛
下
雷
堂
・
谷
口
三
除
徹

注
、
絵
入
発
句
集
。
人
丸
以
下
三
十
六
歌
仙
の
画
像
と
和
歌
を

掲
げ
、
本
歌
に
因
む
編
者
の
発
句
各
一
句
を
記
す
。
「
追
加
」

と
し
て
流
味
・
三
近
ら
三
十
六
吟
歌
仙
一
巻
を
付
す
。
全
二
十

六
丁
。

○
わ
3
7
－
1
1
　
（
大
一
Y
9
（
中
一
Y
1
0
（
中
形
写
一
）
、
竹
冷
七

七
一
（
大
一
）
、
富
山
忘
m
・
柿
街
（
各
版
こ

○　オバェシュウ

草

大

活
長
（
編
）

注
、
寛
文
三
年
卯
月
廿
四
日
に
没
し
た
杉
本
勾
当
左
一
の
追
悼

集
。
編
著
の
長
文
の
悼
辞
と
追
悼
の
独
吟
百
舐
l
巻
、
そ
れ
に

加
点
し
た
立
国
の
悼
辞
の
他
、
来
待
・
季
吟
の
悼
辞
と
句
、
さ

ノブグサ

ー130一
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破

　

　

枕

　

　

集

（
自
序
・
内
題
・
尾
題
）

破
　
枕
　
集

中
　
　
三

（
天
・
地
・
人
）

良
保
（
編
）

自
序
・
「
究
文
三
年
頼
五
月
中

旬
」

ら
に
専
政
ら
十
九
氏
の
追
悼
句
、
お
よ
び
森
景
九
亭
興
行
の
連

句
一
順
（
1
3
句
）
迄
を
収
録
。
全
十
四
丁
。

○
穎
原
（
版
木
写
こ
、
わ
3
7
－
1
7
（
大
ペ
ソ
写
こ

注
、
長
頭
丸
以
下
京
俳
人
を
中
心
と
す
る
諸
家
の
四
季
類
題
別

発
句
集
（
天
・
地
巻
）
。
地
相
巻
末
に
句
引
を
付
す
。
合
計
数
を

欠
く
が
、
作
者
二
百
七
十
人
、
句
数
千
三
百
九
拾
二
句
。

最
終
冊
（
人
巻
）
は
付
合
作
法
書
で
、
自
序
に
「
末
に
は
御
傘

の
指
合
の
大
概
を
苛
に
よ
ミ
て
一
巻
と
な
す
」
と
あ
る
も
、
伝

本
未
詳
。
天
巻
州
九
丁
、
地
巻
三
十
丁
。

○
酒
竹
三
八
六
〇
（
中
欠
二
、
天
・
地
）
、
学
習
院
大
（
版
欠

二
地
）
、
わ
3
7
－
1
2
（
中
形
写
久
一
、
地
）
、
新
原
（
版
木
写
久

一
、
地
）

37－　8

俳

語

茶

杓

竹

偏

追
　
加
　
幅
　
紗
　
物
匂

（
幅
紗
物
序
文
）

千
句
茶
酌
竹

ふ
く
さ
物

杭
　
　
四

（
正
・
章
・

千
・
句
）

茶
杓
竹
自
序
・
（
日
付
・
署

名
欠
）

幅
紗
物
自
序
・
（
日
付
・
署

名
欠
）

刊
・
「
究
文
三
顆
歳
八
月
吉

辰
」

京
都
・
安
田
十
兵
衛

注
、
俳
詩
論
書
。
巻
一
～
三
（
茶
杓
竹
）
は
、
貞
室
が
貞
徳
の

加
判
を
得
て
公
刊
し
た
『
正
章
千
句
』
（
慶
安
1
刊
）
に
対
す
る

論
難
。
巻
四
（
副
紗
物
）
は
、
『
玉
海
集
』
（
明
暦
2
刊
）
『
紅
梅

千
句
』
（
明
暦
1
刊
）
中
の
貞
室
の
旬
に
対
す
る
批
言
。
無
署
名

で
あ
る
が
、
本
書
に
対
す
る
反
駁
書
『
蝿
打
』
（
究
文
4
刊
）
に

マ

マ

　

ヽ

l

「
複
梨
氏
一
雪
と
い
ふ
新
発
意
が
茶
杓
竹
と
云
書
を
作
り
て
、

彼
千
句
等
を
難
ず
る
事
あ
り
」
と
あ
る
。

へ
活
）
朝
倉
治
彦
校
『
貞
門
俳
論
集
　
上
・
下
』
＜
古
典
文
踵
＞

（
昭
3
2
刊
）

○
国
会
・
東
北
大
狩
野
・
松
宇
（
各
版
四
）
、
わ
3
7
－
6
（
耕
四
、

第
三
冊
影
写
Y
8
（
楕
欠
二
、
正
・
句
Y
7
（
横
形
写
欠
二
、

正
・
句
）
、
学
習
院
大
（
写
欠
二
）

○　ハチソシュウ○　チャシャタダケ
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37－　9

早
　
　
　
梅

（
序
文
）

早
　
　
　
梅

（
目
録
題
・
内
題
）

早
　
梅
　
集

集

杭
　
　
六

（
一
～
六
）

佗
心
子梅
盛
（
編
）

内
山
一
ウ
1
子
序
・
「
萬
治
三

稔
庚
子
孟
冬
中
旬
」

（
渡
ゝ
阿
∵
斑
文
三
年
十
月

注
、
「
二
千
有
余
の
句
数
」
（
序
）
を
四
季
四
巻
に
収
め
た
類
題

別
諸
家
発
句
集
。
一
波
）
蒔
）
（
広
）
威
）
に
六
冊
と
あ
る
が
、
伝
本
、

巻
一
春
部
（
三
十
一
丁
）
の
み
。
巻
五
・
六
は
付
句
集
か
っ
序

文
に
、
『
捨
子
集
』
『
落
穂
集
』
の
編
集
が
延
引
中
、
茹
相
公
の

句
を
賜
わ
っ
た
の
で
急
遽
木
集
を
編
み
、
万
治
四
年
中
に
上
梓

す
る
旨
見
え
、
『
捨
子
集
』
（
万
治
2
序
）
の
序
に
も
「
前
集
早

梅
の
さ
き
が
け
に
こ
と
ゆ
づ
り
」
云
々
と
あ
る
が
、
普
く
へ
正
一

（
阿
）
の
年
記
に
従
っ
て
掲
出
す
る
。

○
わ
3
7
－
5
（
精
影
写
久
一
、
巻
一
）

○　ソウバイシュウ

37－10

俳
　
詰
　
木
　
王
　
集

（
口
録
題
・
内
題
）

木
　
玉
　
集

（
五
・
六
巻
、
巻
頭
題
）

木
玉
千
句

小
　
　
六

（
一
～
六
）

藤
村
氏
何
方
子

伶
員
（
編
）

奥
・
「
寛
文
三
臍

初
冬
廿
日
清
書
」

・
村
上
勘
兵
術
板
行

注
、
京
・
摂
津
等
の
俳
人
を
中
心
と
す
る
諸
家
の
四
季
類
題
別

発
句
集
（
巻
一
～
四
）
。
巻
末
句
引
に
合
計
数
を
欠
く
が
、
三
百

七
十
三
人
・
二
十
八
苗
国
。
第
五
・
六
m
は
、
梅
盛
ら
十
二
吟

「
木
託
千
句
」
、
及
び
「
試
」
「
追
加
」
と
し
て
各
八
吟
表
八
句

を
収
我
。
奥
㌫
・
板
元
名
は
、
巻
四
・
六
両
巻
末
に
重
出
す
る
。

（
阿
）
へ
広
）
に
「
梅
盛
」
接
と
す
る
が
、
春
部
に
「
伶
H
木
玉
集
お

も
ひ
た
ゝ
れ
け
ろ
時
の
興
行
に
」
「
同
く
清
書
の
席
に
て
」
と

前
書
す
る
梅
盛
の
句
が
見
え
、
『
詞
林
金
玉
集
』
　
（
渡
一
成
一
も

「
伶
員
」
の
福
と
す
る
。
巻
H
四
十
五
丁
、
⇔
三
十
二
丁
、
半

肖
四
十
五
丁
、
帥
四
十
四
丁
、
国
四
十
一
丁
、
因
四
±
〒
。

○
わ
3
7
－
3
（
小
六
）
・
4
（
中
久
一
、
巻
三
）
洒
竹
一
〇
二
二

（
中
欠
四
、
巻
一
～
四
）

○　コダマシュウ

一

大

　

二

っ
　
ふ
　
て
一
（
上
・
下
）

立
圃
（
著
）

自
按
・
「
千
時
慶
安
二
年
五

月
吉
辰
」

刊
・
「
寛
文
三
年

注
、
四
季
別
臼
挟
発
句
集
。
慶
安
二
年
初
版
の
後
刷
再
版
木
。

上
巻
三
十
八
丁
、
下
巻
三
十
一
丁
。

（
活
）
俳
詩
文
伸
1
8
俳
誼
珍
本
集
（
明
3
3
刊
）
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37 － 12

桑重宝
諮
記　　 誹

諮

記

壷 横

坤　 ＿
＼＿ノ　　．．．・一

服
部

貞
　 （編
　 ）

洛　 自　　 椋 京
陽　扶　　 梨 郡

山
本
五

書 ・　　 柳

芸吾芸畢
紺 誉 兵衛

誹

1

－　　　　　 1 1　 ’て　 の　 『 文 題　 と　巻　 燕
16　 従　 貞 』　 下 い 一 組 三 別 撰 は 重

○
京
大

至

　）

わ

37
l
14

　（

大
形
軍

　）

○　 ティ トクハイカイキ ○

－133－
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）



38－　2

（
仮
堪
）

（
東
下
り
富
士
一
見
記
）

巻

写

一

（
自
　
筆
）

玖
也
（
若
）

盲
わ
聖
は
（
楕
二
Y
H
（
横
形
写
こ

注
、
紀
行
。
奥
州
磐
城
の
内
藤
侯
を
訪
ね
る
た
め
、
宗
田
に
同

遺
し
て
究
文
四
年
二
月
十
三
日
大
坂
発
、
同
月
廿
八
日
品
川
に

到
着
す
る
蓬
の
喜
海
道
下
向
日
記
。
玖
也
の
和
歌
狂
歌
2
1
・
発

句
2
2
、
四
翁
の
発
句
2
、
藤
枝
の
定
勝
の
和
歌
1
、
お
よ
び
宗

田
と
の
夢
想
連
歌
両
吟
歌
仙
一
巻
所
収
。

へ
活
）
岡
田
利
兵
衛
「
松
山
玖
也
・
菓
下
り
富
士
一
見
記
」
　
（
「
国

語
同
文
」
昭
2
8
・
4
）

○
柿
衛
（
巻
写
一
、
自
筆
）

38－　3

（
序
文
・
目
録
題
・
内
題
）

阿

　

波

　

手

　

集

中
　
　
四

（
春
～
冬
）

尾
陽
城
下

吉
田
氏
無
能
子

友
次
（
編
）

粕
棉
序
・
「
究
文
甲
辰
の
と

し
ふ
た
つ
あ
る
後
の

五
月
に
」

東
海
防
丘
散
人
呆
翁
扶
（
漢
）

・
「
甲
辰
舞
扇
穀
且
」

コ
レ
ト
キ

白
状
・
「
惟
時
ゆ
る
く
あ
や

あ
る
み
つ
が
ひ
と
つ

の
年
卯
の
花
の
さ
け

る
比
」
云
々

注
、
伊
勢
国
を
中
心
と
す
る
諸
家
の
四
季
類
題
別
発
句
集
。
書

名
は
、
尾
張
の
古
跡
阿
波
手
の
森
の
菅
公
神
河
に
奉
納
の
趣
意

に
よ
る
（
序
）
。
句
引
に
よ
れ
ば
、
「
句
数
合
弐
千
弐
百
弐
句
、

作
者
合
三
百
三
拾
八
人
」
、
（
国
数
十
三
位
国
）
。
春
六
十
丁
、

夏
四
十
四
丁
、
秋
四
十
七
丁
、
冬
四
十
六
丁
。

○
藤
園
（
中
火
三
、
春
・
夏
・
冬
）
、
わ
3
8
－
1
（
中
形
写
欠
三
、

春
・
秋
・
冬
）
、
新
原
（
中
火
合
一
、
秋
・
冬
）
、
村
野
（
版
久

一
、
春
）
、
洒
竹
一
二
二
（
中
久
一
、
夏
）

アワデシュウ

38－　4

は丙は古
な竺な壁
ひ

ひ

大　大

全　　全

横
　
　
三

（
上
・
中
・
下
）

錘
霜
軒
（
飼
）

自
序
・
（
日
付
・
署
名
欠
）

自
奥
・
「
寛
文
四
甲
辰
年
孟

春
上
旬
」

刊
・
「
究
文
四
年
即
六
月
吉

日
」

京
・
河
野
角
之
水
耕

執
筆
・
武
藤
氏

注
、
俳
譜
作
法
書
。
立
国
著
『
は
な
ひ
革
』
（
寛
永
1
3
）
　
の
増

補
改
訂
版
。
上
巻
五
十
丁
、
中
巻
六
十
丁
、
下
巻
四
十
二
丁
。

他
に
寛
文
五
年
堺
屋
板
が
あ
る
。
本
書
に
『
御
傘
』
を
以
て
更

に
増
補
し
た
一
文
し
屋
三
郎
右
筏
門
板
『
は
な
ひ
革
綱
目
』

（
内
題
「
は
な
ひ
草
大
全
」
）
も
あ
る
が
、
刊
年
を
欠
く
。

○
わ
3
8
－
8
（
精
合
一
）
、
高
野
山
持
明
月
版
こ

○ハナヒグサタイゼソ
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38－　5

俳

語

両

吟

集

王横

下＿
）　　・一一・一

季
吟
等
（
著
）

自
序
・
（
日
付
・
署
名
欠
）

刊
・
「
究
文
四
年
甲
辰
六

月
」

・
西
村
又
左
街
門
板
行

注
、
季
吟
が
諸
家
と
巻
い
た
両
吟
達
句
集
。
上
巻
に
暫
酔
・
可

全
ら
と
明
暦
二
年
～
寛
文
三
年
の
間
に
興
行
の
首
相
九
巻
、
下

巻
に
周
令
と
の
漢
和
・
和
洪
百
甜
四
巻
及
び
山
石
と
の
洪
和
歌

仙
一
巻
（
年
時
欠
）
を
収
録
。
編
者
名
を
欠
く
が
、
自
序
に

「
辛
に
書
生
に
あ
り
け
れ
ハ
板
に
え
り
て
」
云
々
と
あ
り
、
坂

元
（
西
村
）
編
か
。
上
巻
四
十
一
丁
、
下
巻
十
八
丁
。

○
わ
3
8
－
9
（
桟
二
）
－
1
0
（
横
欠
l
、
上
）
－
1
1
（
杭
影
写
久
一
、

下
）
、
国
会
（
版
二
）
、
学
習
院
大
（
版
木
写
一
）
、
柿
衛
（
写
二
）

38－　6

打

（
内
題
）

槌
打
茶
杓
竹
難
書
序

茶

杓

竹

難

書

聖

幅
紗
物
之
難
書
巻
三

縄
　
打
　
追
　
加
也
四

横
　
　
五

（
序
二

二
・
三
・

追
加
）

尾
陽
の
住
人
（
著
）

自
序
・
（
日
付
・
署
名
欠
）

刊
・
「
寛
文
四
甲
辰
年
六
月
吉

日
」

京
・
和
泉
屋
八
郎
兵
街
開
板

注
、
俳
討
論
書
。
一
雪
の
貞
室
雑
書
『
茶
杓
竹
・
追
加
幅
紗
物
』

（
究
文
3
刊
）
に
対
す
る
反
駁
書
（
第
一
～
四
冊
）
。
第
五
冊

（
追
加
巻
四
）
で
は
、
一
雪
の
独
吟
百
凱
一
巻
、
及
び
「
発
句
批

言
」
と
し
て
一
九
六
句
を
挙
げ
て
、
論
難
逆
襲
す
る
。
著
者
は

匿
名
で
あ
る
が
、
（
阿
∑
種
）
（
故
）
に
「
犬
井
（
乾
）
氏
貞
恕
重
次
」

と
す
る
。
第
H
冊
十
七
丁
、
⇔
四
十
四
丁
、
⇔
五
十
九
丁
、

伺
四
十
七
丁
、
的
五
十
二
丁
。

（
活
）
朝
倉
治
彦
校
『
貞
門
俳
論
集
上
・
下
』
＜
古
典
文
庫
＞

（
昭
3
2
刊
）

○
わ
3
8
－
5
（
横
五
）
－
4
（
横
合
二
Y
6
（
精
彩
写
欠
三
、
巻

一
⊥
ニ
）
、
柿
衛
（
版
五
）
、
国
会
（
横
欠
四
、
第
一
～
四
冊
）
、

旧
彰
考
（
版
欠
四
）
、
松
宇
（
版
欠
三
、
第
二
・
四
・
五
冊
）
、
京

大
（
版
欠
二
、
巻
二
・
五
）
、
北
大
（
版
欠
二
、
巻
二
・
四
）
、

洒
竹
二
〇
三
五
（
横
久
一
、
巻
こ

リョウギソシュウチウユヽノ○

（
自
序
・
内
題
）

俳
　
謡
　
名
所
付
合

廣

　

一

洛
陽

寸
胞
子
霞
俊
（
著
）

自
序
・
（
日
付
・
署
名
欠
）

自
奥
・
「
究
文
甲
良
稔
仲
秋
下

注
、
名
所
付
合
語
辞
典
。
「
伊
勢
海
」
以
下
、
い
ろ
は
順
に
諸
国

の
名
所
を
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
付
合
語
を
列
挙
し
、
和
歌
を
付

記
す
る
。
全
五
十
丁
。
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38 －　9 38－　8
落鮎 佐貫佐
・題
抜・

夜冠夜

穂芋蔓 中高中

句・
引内

山墾山

集堅聖 集　　 菓

二中 姦？塞晶貫横

？
圭七

轟簑芸警嘉六

メこ
l㍑ 4主
瀬 江
梅　 佗 重
盛　 心
篇 子

頼　（

福

　 ） 　 ）

刊　 吟　　 只 巻　　 巻

句
哺　　　 兆 六　　　 五

摘　」 自　　白月　 践　 月　 奥 　」

上 ・ 廿 ・

二‡∵二
四　　 四
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